　参議院新清水谷議員宿舎の整備計画について
　私は、首題の地に中学二年、十三才の時に住んでいました。　当時この地は、宮内省の用地で、父は宮内次官の職にあり、在職十二年間ここに住み、私も共にありました。

　退官後は、北側道路を隔てて、同じ位置に土地を求めて住み、以来今日まで私はこの地に住んでいます。　私は当年九十七才ゆえ、今日まで通算八十年余、壁を隔ててこの宮内省跡地の行末を公の問題として、凝視してきました。
　　　私の注意点を簡潔に左に申し上げる。
1、 議員宿舎の問題
政府はまだ確たる対応策を持っていない。　行きあたりばったりである。　現に宿舎整備は数年前に提出されてから、内容は常に変わっている。　たとえば数十階二棟建ての案も数年前に提出されている。

2、 大久保候をたたえる清水谷公園の一角に、十七階一棟の政治目的の建築はふさわし くない。　紀尾井町まちづくりのプランにも副わない。紀尾井町会の反省課題であ る。

三、マスコミもよく勉強している。　彼等の考えも参考になる。　議員宿舎、官吏宿舎

　　の実態調査の決定をまって判断したい。
　要は取り急がぬこと、事態を公開すること等々、更に検討を要請する。
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